
プラスチック（合成樹脂類）は消防法第９条の４規定の指定可燃物に該当し、一カ所に貯蔵できる指定数量が定められています。発泡し
たものは概ね発泡率6倍以上のもので指定数量は20ｍ3になり、梱包等に用いられる発泡スチロールや緩衝材が該当します。
合成樹脂類の中でも JISK7201‐2「プラスチック－酸素指数による燃焼性の試験方法 －第2部：室温における試験」に基づいた試験で酸
素指数が26以上の発泡プラスチック系断熱材は「不燃性又は難燃性を有するもの」として指定可燃物に該当ないことになります。法律上
は指定可燃物に該当しないことから指定数量以上の量を貯蔵することが可能ですが、条件がそろうと燃焼する性質があると考え十分な防
火対策を施した場所で取り扱うようにします。

EPS成形品の酸素指数は26以上であることから指定可燃物の指定から外れます。
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発泡プラスチック断熱材の防火性評価のための基礎的研究
燃焼性状と相関性の高い材料物性の検討

材料の貯蔵安定性と燃焼性


